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実施協力・朗読劇かわせみ座
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入場無料定員:70名〈蜜事前申込｝
お申込み方法

調5日{木唾午から町聞剰剃離：
またはイベシスにて（イベントコード260305A)

会場蛎嘆鑿，
東京都町田市原町
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原町田4-16-17

主催／「朗読の証明」森村誠一を読み継ぐプロジェクト実行委員会

TEL/O3-6380-8341 (ウーニクス) MAIL/roudoku@morimuraseiichi・com
お問合せ



｢朗読の証明」森村誠一を読み継ぐプロジェクト

犯人のいない人生-朗読劇一

原作：森村誠一 朗読：朗読劇かわせみ座

作家・有坂信の元に届いた一通の「中元発送依頼書」。デパートの些細な手違いで紛れ込んだ他人の伝票が、

やがて凄惨な殺人事件の真実を暴き出すことになります。日常の裏側に潜む人間の欲望と、偶然が手繰り寄せ

た数奇な運命。犯人を追う「刑事の眼」に対し、人間を追求する「作家の眼」が辿り着いた答えとは－。

森村誠一の綴密なミステリーを、朗読劇かわせみ座が表現豊かにお届けします。「人生には犯人がいない」と

いう言葉の真意に迫る一編です。

登場人物相関図

有坂信美和 (主人公・作家）

有坂の妻。物語の発端とな

る伝票の入れ違いを発見。

偶然手にした依加書から、職業的な好奇心で

事件の真相を追う。

手塚刑事 秋吉隆 石野英也(被害符）

依頼書の本来の受取人。交通事故の

目撃者であり、有坂のファン。

事件を捜査する刑事。有坂の洞察力

を信頼し、協力関係を築く。

被害者。中元発送を依加した直後、

何背かに殺害された会社員。

三／ 、ミ
宮川 武志矢沢雅枝

証券会社員。雅枝との接点があり、私生活で

も重大な転機を控える。

スナックのホステス。ある夜に起きた悲劇が

物語を加速させる。

秋吉の妻

夫の不審な行動に腓‘脳し、

事件の波紋に飲み込まれる。

一「朗読の証明」プロジェクト参加者募集
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活動の詳細。参加方法

は公式ホームページヘ
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「朗読の証明」プロジェクトは、作家・森村誠一の文学作品を、朗読という形で

記録し、未来へ残していく市民参加型の文化プロジェクトです。一人ひとりの声

を通して作品と向き合い、「聴く文学」として森村文学の魅力を伝えていきます。

朗読の対象はすべて森村誠一の作品。朗読経験の有無を問わず、作品を大切に

読み、声として残したい方の参加を歓迎しています。完成した朗読作品は、森村

誠-Youtube公式チャンネルで公開されます。
.|FF蝿考；


